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【Google I/O 2026】新Gemini 3.5発表！チャット
AIから「自律型エージェント」へ、驚異の進化と
日常が激変する神ワザ活用術
投稿日: 2026年5月20日 | 執筆者: AIライフスタイル編集部

皆さん、こんにちは！ついに米国時間2026年5月19日、Googleの年間最大の開発者会議「Google  I/O

2026」が開幕しました！世界中のテックファンが注目する中、私たちの日常を根底から変えるであろう
主役、次世代モデルの「Gemini 3.5」シリーズが大々的に発表されました。

これまでのAIは「こちらが質問したことにチャットで答えてくれる便利なアシスタント」でした。しか
し、今回のアップデートでその定義は過去のものになります。これからのAIは、人間の指示を汲み取って
裏側で勝手に複雑な仕事をこなしてくれる「自律型AIエージェント」へと完全に進化を遂げました。

本記事では、何がそんなに凄いのか、前モデルと何が違うのか、そして「私たちの日常や仕事がどう圧倒
的に便利になるのか」を、具体的な活用アイデアを交えてどこよりも分かりやすく徹底解説します！

1. 何が変わった？前モデル（Gemini 1.5/3.1）との決定的な違い

「また新しいバージョンが出ただけでしょ？」と思ったら大間違いです。まずは、前世代モデル
（Gemini  1.5や3.1シリーズ）との違いを一覧表でチェックしてみましょう。進化の度合いが一目で分か
ります。
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評価ポイント これまでのAI（Gemini 1.5 / 3.1） これからの新AI（Gemini 3.5シリーズ）

賢さとスピード 「速いモデル（Flash）は少しおバカ」
「賢いモデル（Pro）は返答が遅い」とい
う二者択一だった。

Gemini 3.5 Flashが即日登場。前世代の
上位モデル（3.1 Pro）を超える知能を持
ちながら、爆速で動く。

脳みその仕組み テキスト、音声、画像を別々のパーツで
処理して後からガッチャンコしていた
（リレー方式）。

完全統合された「Omniアーキテク
チャ」。最初から1つの脳で全てを同時に
処理するため、感情や映像の繋がりが完
璧に。

一度に覚えられる
量

標準的な本数冊分や短めの動画（100万
トークン前後）。

標準で100万トークン、最大で 1,200万
トークン に拡大。長尺動画数百本や数年
分の業務ログを丸ごと記憶可能。

動き方（自律性） 1回質問したら1回返ってくるだけ（人間
が付きっきりでチャットを入力する必要
があった）。

最初の指示だけで、AIが自分で計画を立
てて、裏で24時間勝手に作業を完了させ
る「自律型エージェント（Spark）」へ。

2. ここが神！新Geminiが「圧倒的に便利」と言える3つの理由

今回の進化によって、私たちが体感する利便性は次の3つのポイントに集約されます。

① 1回指示を出したら、あとは「放っておくだけ」

これまでは、AIにブログ記事や報告書を作らせる時も、「まず構成案を出して」「次に第1章を書いて」
「ここに表を追加して」と、人間が付きっきりで指示を繰り返す必要がありました。新機能「Gemini

Spark」なら、「〇〇についてのレポートを作って、関係者に共有しておいて」と最初の1行を指示する
だけで、AIが勝手にタスクを細分化し、裏で作業を終わらせてくれます。人間は最後の確認をするだけで
いい、まさに「優秀な秘書」が手に入った状態です。

② 面倒な「コピペの往復」からの完全解放

例えば、メールの内容をスプレッドシートに転記し、カレンダーに予定を入れ、返信を送る……そんな
「アプリを跨いだ単純作業」、面倒ですよね。新しいGeminiはGoogle  Workspace（Gmail、Docs、
Sheets、Calendar）と完全に溶け込んでいるため、画面を何度も行き来するコピペ作業を全て自動で身
代わりしてくれます。
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③ 人間に話しかけるより気を使わない「自然さ」

音声対話（Gemini  Live）が進化し、人間が喋る時の「えーっと…」「あ、やっぱり今のなし！」といっ
た言い淀みや軌道修正をAIが自動的にノイズとしてスルーしてくれます。完璧なプロンプト（指示文）を
頭の中で組み立ててから話す必要はなく、思いついたままぶっきらぼうに喋るだけで、AIが完璧に意図を
汲み取ってくれます。

3. 今すぐ真似したい！日常＆ビジネスでの神ワザ活用術

では、この進化したGemini 3.5を具体的にどう使えば生活や仕事がラクになるのか、今すぐ使える活用シ
ナリオをご紹介します。

【活用案A：クリエイター向け】過去の動画・ブログ資産をフル活用した自動爆速プランニン
グ

使い方： 自分が過去にアップロードした動画（例えば200本以上ある長尺動画シリーズ）や、過去
数年分のブログ記事をGeminiにそのまま丸ごと放り込みます。「私のコンテンツで過去に一番ウケ
が良かったトークのテンポやテーマの傾向を分析して、それを踏まえた次の新作10本分の企画案と
詳細な台本を作って」と指示を出すだけ。

ここが便利！： 最大1,200万トークンのパワーで、過去データを一瞬で完全学習。さらに新マルチ
モーダルモデル「Gemini  Omni」を使えば、その台本を元に、自分のアバターが自然に喋る動画の
ベースまで一気通貫で自動生成してくれます。リサーチから動画作成までの数日間の作業が、わず
か数時間に縮まります。

【活用案B：ビジネス・店舗経営者向け】面倒な事務作業・タスク管理の完全丸投げ

使い方： 朝、Geminiのチャット欄に「仕入れ業者から来ている未処理のメールをチェックして、
今週の配送スケジュールと売上データを照合して。緊急度が高い順の『やることリスト』をスプ
レッドシートに綺麗にまとめて、終わったら関係者にカレンダー共有と完了メールを送っておい
て」と1行打ち込みます。

ここが便利！： 自律型エージェントが裏側で起動し、Gmailからメールを自動検索・分析、スプ
レッドシートを新規作成して表組み、カレンダー登録、メールの下書き作成までをワンストップで
完了。あなたが他の実務をしている間に、裏で全ての事務処理が終わっています。
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【活用案C：日常の調べ物】25年ぶりに刷新された「新・Google検索」の使いこなし

使い方： これまでは「神戸駅  コワーキングスペース  駅近」のようにキーワードで検索し、出てき
たリンクを上から順にクリックして比較していました。これからは「神戸駅周辺で、静かでWi-Fiが
速く、1時間500円以下で使える場所を3つ探して。それぞれの内観がわかる画像と、明日の14時の
空き状況を調べて比較表にして」と長文で頼みます。

ここが便利！： Google検索の裏側にGemini 3.5 Flashが組み込まれたことで、検索エンジン自体が
自動でウェブサイトを巡回。最初から「完成された比較表（動的なグラフや画像付き）」として画
面に出力してくれます。「調べるための検索」から、「次の行動をすぐ決めるための検索」へと進
化しています。

4. まとめ：私たちは「指示を出すボス」になる

今回のGoogle I/O 2026での発表が示しているのは、AIの進化が単なる「賢さの数字競争」から、「現実
の生活や仕事をどれだけ自動化できるか」という実用性の競争に完全にシフトしたということです。

これからの時代、私たちは面倒なデータ入力や細かい書類作成に時間を取られる必要はなくなります。そ
れらは全てGemini  3.5という自律型エージェントに任せ、人間は「AIにどんなゴールを指示するか」「上
がってきた成果物をどう評価して決断するか」という、より高次元でクリエイティブな役割（まさに組織
のボスのような役割）に集中できるようになります。

日本語環境でもすでに順次機能が解放されています。ぜひ皆さんも、この「裏で勝手に仕事が終わる感
動」を今すぐ体験してみてください！
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